
“キャリアアップ”と“つながる”ための情報です
気になる学会・研究会、セミナーなどに出かけよう！

I n f o r m a t i o n

参
加
者
・
受
講
者

募
集
中

※
掲
載
し
て
い
る
情
報
は
9
月
25
日
時

点
の
も
の
で
す
。
最
新
の
情
報
は
主
催

元
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

第
19
回
在
宅
医
療
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時
　

11
月
23
日（
木
・
祝
）
10
：
00
〜

17
：
00

開
催
形
式
　
現
地
開
催
、
オ
ン
デ
マ
ン

ド
配
信（
予
定
）

会
場
　
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
国
際
会
議

場（
東
京
都
江
東
区
）

テ
ー
マ
　
ど
う
な
る
、
ど
う
す
る
在
宅

医
療

―
近
未
来
の
地
域
づ
く
り

プ
ロ
グ
ラ
ム
　
ブ
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
近
未
来
の
地
域
創
り

―
在
宅
医
療

の
役
割
」蘆
野
吉
和（
日
本
ホ
ス
ピ
ス
・

在
宅
ケ
ア
研
究
会
理
事
長
）、
太
田
秀

樹（
全
国
在
宅
療
養
支
援
医
協
会
事
務

総
長
）／
特
別
講
演「
医
療
提
供
体
制

の
改
革（
仮
）」厚
生
労
働
省
／
基
調
講

演
1「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
医
療
を
変

え
る（
仮
）」松
田
晋
哉（
産
業
医
科
大

学
医
学
部
・
公
衆
衛
生
学
教
室
）／
2

「
地
域
包
括
ケ
ア
と
ま
ち
づ
く
り（
仮
）」

鈴
木
李
理（
北
茨
城
市
民
病
院
附
属
家

庭
医
療
セ
ン
タ
ー
）／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ど
う
な
る
、
ど
う
す
る
在
宅
医
療

―
近
未
来
の
地
域
づ
く
り
」大
橋
博

樹（
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学

会
副
理
事
長
）、
沼
崎
美
津
子（
在
宅

看
護
セ
ン
タ
ー
結
の
学
校
所
長
）、
水

野
克
彦（
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
総
合
戦
略
部
部
長
）、
中
村
順
子

（
ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
く
ら
ら
の
家
）、
七

條
裕
美（
ひ
ろ
み
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
　

院
長
）、
真
鍋
馨（
厚
生
労
働
省
保
険

局
医
療
課
）ほ
か

申
込
方
法
　
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
参
加
登
録

フ
ォ
ー
ム
よ
り

https://w
w

w
.yuum

i.or.jp/doctor_

forum
/forum

_19th/

問
第
19
回
在
宅
医
療
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
運
営
事
務
局

forum
@

yuum
i.or.jp

第
43
回
日
本
看
護
科
学
学
会

学
術
集
会

日
時
　
12
月
9
日（
土
）〜
10
日（
日
）

開
催
形
式
　
現
地
開
催
、
オ
ン
デ
マ
ン

ド
配
信（
予
定
）

会
場
　

海
峡
メ
ッ
セ
下
関（
山
口
県
下

関
市
）

テ
ー
マ
　
未
来
を
拓
く
看
護
の
サ
イ
エ

ン
ス
＆
ア
ー
ツ
：
伝
統
と
革
新
の
融
合

プ
ロ
グ
ラ
ム
　

会
長
講
演「
看
護
サ
イ

エ
ン
ス
と
看
護
実
践
の
妙
味
」田
中
マ

キ
子（
山
口
県
立
大
学
学
長
）／
特
別

講
演「
進
化
す
る
ケ
ア

―
米
国
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」Barbara M

 B
ates

‐Jensen

（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
教
授
）／
教
育

講
演
1「
生
き
が
い
を
実
現
で
き
る
包

摂
社
会
　
持
続
可
能
な
地
域
医
療

―
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
健

康
、
多
職
種
の
連
携
」加
藤
節
司（
社

会
医
療
法
人
仁
寿
会
）／
2「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
と
若
者
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ・ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
、ジ
ェ

ン
ダ
ー
」勝
部
ま
ゆ
み（
公
益
財
団
法

人
ジ
ョ
イ
セ
フ
）／
3「
未
来
を
拓
く

看
護
と
哲
学
」小
川
仁
志（
山
口
大
学
）

／
4「
健
康
格
差
社
会

―
何
が
心
と

健
康
を
蝕
む
の
か
」近
藤
克
則（
千
葉

大
学
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
社
会
予
防
医

学
研
究
部
門
）／
5「
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

ア
プ
ロ
ー
チ
の
視
点
か
ら
の
母
子
保
健

―
エ
コ
チ
ル
調
査
が
め
ざ
す
も
の
」

山
縣
然
太
朗（
山
梨
大
学
大
学
院
）／

6「
精
神
看
護
学
に
お
け
る
ス
ケ
ー
ル

開
発
の
意
義
と
課
題
」矢
田
浩
紀（
山

口
県
立
大
学
看
護
栄
養
学
部
看
護
学

科
）／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
1「
高
度
実
践

看
護
師
の
展
望
」川
本
利
恵
子（
湘
南

医
療
大
学
）、
村
嶋
幸
代（
大
分
県
立

看
護
科
学
大
学
）、
榑
松
久
美
子（
北

里
大
学
病
院
）、
福
永
ヒ
ト
ミ（
日
本

医
科
大
学
武
蔵
小
杉
病
院
・
日
本
Ｎ
Ｐ

学
会
理
事
長
）／
2「
看
護
臨
床
判
断

の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ

―
教
育
か

ら
研
究
へ
」三
浦
友
理
子（
聖
路
加
国

際
大
学
大
学
院
看
護
学
研
究
科
）、
細

田
泰
子（
大
阪
公
立
大
学
看
護
学
部
看

護
学
科
）、
西
村
礼
子（
東
京
医
療
保

健
大
学
医
療
保
健
学
部
看
護
学
科
）／

3「
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療

の
サ
イ
エ
ン
ス
と
ア
ー
ト
」田
村
恵
子

（
大
阪
歯
科
大
学
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
研
究
推
進
機
構
事
業
化
研
究
推
進
セ

ン
タ
ー
地
域
医
療
等
連
携
部
門
）、
小

川
朝
生（
先
端
医
療
開
発
セ
ン
タ
ー
東

病
院
）、
太
田
多
佳
子（
松
山
ベ
テ
ル

病
院
医
療
相
談
室
・
地
域
医
療
連
携

室
）、
田
代
志
門（
東
北
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
）／
4「
看
護
と
Ｄ
Ｘ

―
そ
の
可
能
性
と
展
望
」齊
藤
奈
緒

（
宮
城
大
学
人
間
・
健
康
学
系
・
看
護
学

群
看
護
学
領
類
成
人
看
護
学
領
域
）、

村
岡
修
子（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
関
東
病

院
）、
坂
田
信
裕（
山
梨
大
学
教
育
統

括
機
構
大
学
教
育
・
Ｄ
Ｘ
推
進
セ
ン

タ
ー
）／
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

1「
Ｍ
‐
Ｇ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
領
域
密
着
型

理
論
を
実
践
に
活
か
す
」木
下
康
仁（
聖

路
加
国
際
大
学
看
護
学
研
究
科
）、
唐

田
順
子（
山
口
県
立
大
学
）、長
山
豊（
金

沢
医
科
大
学
）／
2「
性
の
多
様
性
に

応
え
る

―
当
事
者
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

支
援
者
の
視
点
か
ら
み
た
医
療
現
場
の

課
題
」廣
川
衣
恵（
ス
マ
イ
ル
オ
フ
ィ

ス
な
な
い
ろ
）、
藤
井
ひ
ろ
み（
大
手

前
大
学
国
際
看
護
学
部
）、
藤
原
直（
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
活
動
家
、
講
演
家
）／
3「
人

工
知
能
を
活
用
し
た
新
し
い
看
護
実

践
・
看
護
研
究
」
福
井
小
紀
子（
東
京

医
科
歯
科
大
学
大
学
院
保
健
衛
生
学
研

究
科
在
宅
ケ
ア
看
護
学
分
野
）、
村
山

陵
子（
藤
田
医
科
大
学
社
会
実
装
看
護

創
成
研
究
セ
ン
タ
ー
保
健
衛
生
学
部
）、

升
川
研
人（
東
北
大
学
大
学
院
医
学
系

研
究
科
緩
和
ケ
ア
看
護
学
）ほ
か

参
加
費
　

会
員
1
万
３
０
０
０
円
、
非

会
員
1
万
５
０
０
０
円
、
外
国
人
留
学

生
、
海
外
に
居
住
す
る
外
国
人

２
０
０
０
円
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問
運
営
事
務
局

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン

〒
８
１
０
‐
０
０
７
２

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
長
浜
1
‐
1
‐

35新
Ｋ
Ｂ
Ｃ
ビ
ル
4
階

☎
０
９
２
‐
７
５
１
‐
３
２
４
４

jans43@
jtbcom

.co.jp

http
s://w

w
w

.jans43.org/ind
ex.

htm
l全

国
訪
問
看
護
事
業
協
会 

令
和
5
年
度
研
修
会 

（
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
）

◎
第
3
回
訪
問
看
護
師
基
礎
研
修
会

―
訪
問
看
護
の
第
一
歩

募
集
期
間
　

12
月
1
日（
月
）
〜

２
０
２
４
年
1
月
15
日（
月
）

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
　
２
０
２
４
年
1

月
19
日（
金
）〜
3
月
31
日（
日
）

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
　
２
０
２
４
年
3
月
16

日（
土
）

受
講
料
　

会
員
1
万
７
０
０
０
円
、
非

会
員
2
万
６
０
０
０
円

対
象
　
訪
問
看
護
に
従
事
す
る
看
護
師

等定
員
　
１
２
０
名

概
要
　
﹇
オ
ン
デ
マ
ン
ド
﹈【
9
時
間
15

分
】訪
問
看
護
に
お
け
る
接
遇
、
訪
問

看
護
の
実
際
と
訪
問
看
護
利
用
者
の
理

解
・
多
職
種
と
の
連
携
、
訪
問
看
護
の

制
度
の
理
解
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
視
点
、
訪
問
看
護
に
お
け
る
家
族
支

援
、﹇
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
﹈【
2
時
間
】あ
な

た
が
目
指
す
訪
問
看
護

◎
第
3
回
訪
問
看
護
新
任
管
理
者
研
修

会（
旧
訪
問
看
護
新
任
管
理
者
研
修
会

Ⅰ
＋
Ⅱ
）―
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お

き
た
い
管
理
者
業
務

募
集
期
間
　

12
月
1
日（
金
）
〜

２
０
２
４
年
1
月
15
日（
月
）

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
　
２
０
２
４
年
1

月
19
日（
金
）〜
3
月
31
日（
日
）

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
　
２
０
２
４
年
3
月
16

日（
土
）

受
講
料
　

会
員
2
万
４
０
０
０
円
、
非

会
員
3
万
６
０
０
０
円

対
象
　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管

理
者
、
ま
た
は
管
理
者
に
な
る
予
定
の

保
健
師
・
看
護
師
・
助
産
師
で
、
訪
問

看
護
の
新
任
従
事
者
を
対
象
と
し
た
研

修
会（
訪
問
看
護
師
基
礎
研
修
会
や
訪

問
看
護
新
任
従
事
者
研
修
会
、
他
団
体

主
催
の
同
等
の
研
修
会
）修
了
者

定
員
　
１
２
０
名

概
要
　
﹇
オ
ン
デ
マ
ン
ド
﹈【
13
時
間
30

分
】訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理

業
務
の
概
要
・
管
理
者
の
役
割
・
経
営

管
理
、
訪
問
看
護
に
関
わ
る
諸
制
度
と

取
り
巻
く
状
況
、
訪
問
看
護
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
た
め
の
基
礎
知
識
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
管
理
業
務
の
実
際
、

質
の
管
理
、
労
務
管
理
の
基
礎
知
識
、

訪
問
看
護
事
業
所
に
お
け
る
事
業
計

画
・
予
算
の
立
て
方
お
よ
び
実
際
、﹇
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
﹈【
2
時
間
】管
理
者
と
し

て
の
課
題
の
抽
出
・
分
析
と
今
後
の
目

標◎
第
2
回
訪
問
看
護
師
の
た
め
の
再
度

確
認
！
　
保
険
請
求
業
務

募
集
期
間
　

12
月
1
日（
金
）
〜

２
０
２
４
年
1
月
15
日（
月
）

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
　
２
０
２
４
年
1

月
19
日（
金
）〜
3
月
31
日（
日
）

受
講
料
　

会
員
８
０
０
０
円
、
非
会
員

1
万
２
０
０
０
円

対
象
　
訪
問
看
護
に
従
事
す
る
看
護
職

員（
准
看
護
師
除
く
）、
管
理
者
ま
た

は
そ
れ
に
準
ず
る
看
護
職
員
と
視
聴
で

き
る
事
務
職
員

定
員
　
上
限
な
し

概
要
　
﹇
オ
ン
デ
マ
ン
ド
﹈【
4
時
間
45

分
】訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
介
護
保
険・医
療
保
険
の
算
定
構
造
、

請
求
業
務
の
実
際
、
公
費
請
求
の
実
際

【
以
下
共
通
】

問
全
国
訪
問
看
護
事
業
協
会

☎
０
３
‐
３
３
５
１
‐
５
８
９
８

w
ebsem

inar@
zenhokan.or.jp

https://w
w

w
.zenhokan.or.jp

第
12
回
日
本
公
衆
衛
生
看

護
学
会
学
術
集
会
（
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
開
催
）

日
時
　
２
０
２
４
年
1
月
6
日（
土
）〜

7
日（
日
）

開
催
形
式
　
現
地
開
催（
ラ
イ
ブ
配
信
）、

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信（
〜
２
０
２
４
年

2
月
12
日
）

会
場
　

北
九
州
国
際
会
議
場（
福
岡
県

北
九
州
市
）

テ
ー
マ
　
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」
を

支
え
る
公
衆
衛
生
看
護
活
動
を
考
え
る

―
新
た
な
地
域
包
括
ケ
ア
の
扉
を

拓
く

プ
ロ
グ
ラ
ム
　
会
長
講
演「『
自
分
ら
し

く
生
き
る
』を
支
え
る
公
衆
衛
生
看
護

活
動
を
考
え
る

―
新
た
な
地
域
包

括
ケ
ア
の
扉
を
拓
く
」尾
形
由
起
子（
福

岡
県
立
大
学
）／
基
調
講
演「
健
康
格

差
縮
小
に
向
け
た
取
組

―
今
後
の

地
域
包
括
ケ
ア
の
展
開
に
む
け
て
」近

藤
尚
己（
京
都
大
学
大
学
院
）／
公
衆

衛
生
看
護
セ
ミ
ナ
ー
1「
公
衆
衛
生
看

護
に
お
け
る
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
　

―
保

障
さ
れ
る
べ
き
生
活
・
健
康
が
ま
も
ら

れ
て
い
な
い
人
々
に
む
け
て
」鳩
野
洋

子（
九
州
大
学
大
学
院
）／
2「
ア
フ
ガ

ン
に
命
の
水
を

―
中
村
哲
氏
が
遺

し
た
も
の
」藤
田
千
代
子（
ピ
ー
ス
ジ
ャ

パ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
総
院
長
補

佐
・
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
理
事
）／
4

「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
効
果
的
な
推
進

―
結
果
の
出
る
保
健
指
導
に
向
け

て
」阿
波
友
理（
合
同
会
社
ヘ
ル
ス
サ

ポ
ー
ト
ラ
ボ
）、
中
津
留
深
雪（
合
同

会
社
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
ラ
ボ
）／
5「
健

康
長
寿
社
会
を
実
現
す
る
メ
デ
ィ
カ
ル

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
の
提
案
」鶴
田
来
美（
宮

崎
大
学
）、
吉
永
砂
織（
宮
崎
大
学
）、

田
中
喜
代
次（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

／
6「
く
つ
王
に
学
ぶ
！
感
染
症
の
最

新
情
報

―
感
染
症
の
基
礎
と
現
状
」

忽
那
賢
志（
大
阪
大
学
大
学
院
）／
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ａ「
新
た
な
地
域
包
括
ケ

ア
の
扉
を
拓
く
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
」樋
口
千
惠
子（
た
ん
が
く

の
家
理
事
長
）、
山
口
の
り
子（
田
川

市
立
病
院
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
元
副
セ

ン
タ
ー
長
）、
甲
斐
優
子（
大
分
県
立

看
護
科
学
大
学
）、
矢
津
剛（
矢
津
内

科
消
化
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長
・
院

長
）／
ほ
か

参
加
登
録
期
間
　
﹇
後
期
登
録
﹈
11
月

6
日（
月
）〜
２
０
２
４
年
2
月
2
日

（
月
・
祝
）

参
加
費
　

会
員
1
万
１
０
０
０
円
、
非

会
員
1
万
２
０
０
０
円
、
学
生

５
０
０
０
円

申
込
方
法
　

左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
申
込

フ
ォ
ー
ム
よ
り

h
ttp

s://jap
h

n
1

2
.o

n
lin

e.yu
p

ia.

net/portal/

問
運
営
事
務
局

株
式
会
社
ユ
ピ
ア

☎
０
５
２
‐
８
７
２
‐
８
１
０
１

japhn12@
yupia.net

https://japhn12.yupia.net/
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